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上から12 M d：設計曲げモーメント

M ud：軸方向力を考慮しない
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221 〔4.2〕 M u=703kN･m,M ud=639kN･m M u=701kN･m,M ud=637kN･m
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最新の正誤表がコロナ社ホームページにある場合がございます。

下記URLにアクセスして[キーワード検索]に書名を入力して下さい。
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〔12.1〕223

108

）

d0=653mm。そこで，区切りのよい660mmとする。

As0=2 899mm2
。これより，6D25(3 040mm2)を採用

する。

正

誤

d0 = 653mm。As0 = 2 898mm2
。なお，実際に用い

る有効高さは区切りのよい660mmとする。これよ

り，近似的に として計算すると

AS = 2 804mm2
となり 6D25(3 040mm2)を採用す

る。
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